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様式７別紙  

 

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目： 芥川龍之介と精神科学 

       ―後期作品における〈怪異〉の表現をめぐって― 

 

 学位申請者 金 香 花 (JIN XIANGHUA) 

 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 飯 倉 洋 一  

  副査 大阪大学教授 滝 川   幸 司 

  副査 大阪大学准教授 鈴 木  暁 世 

  副査 大阪大学准教授 渡 邊  英 理  

 

【論文内容の要旨】 

  本論文は、芥川龍之介における精神科学の知識が、芥川の文学創作にどのように関わるかを、八編の具体的な

作品に即して考察したもので序論と八章の各論と結論から成る。序論では、とくに重要な一柳廣孝の『無意識とい

う物語』をはじめとする先行研究を整理した上で、芥川における精神科学の影響をより広範にとらえることがで

きると主張し、その根拠について概述する。第一章「芥川龍之介「彼 第二」論―〈僕〉の夢を軸として」では、

「彼 第二」に用いられている夢知識が、大正時代の夢研究書『夢学』の内容を摂取した可能性について論じた。

第二章「芥川龍之介「妙な話」論―夫婦間におけるテレパシー現象に着目して」では、千枝子夫婦がともに赤帽の

顔を覚えられない現象を、ヒステリー性健忘ととらえ、芥川の防衛本能に関わる心理学やフロイトの精神分析学

の知識が駆使されていると論じた。第三章「芥川龍之介「たね子の憂鬱」論―揺れ動く不安心理の行方」では、た

ね子の内面や夢に着目し、芥川が影響を受けていたとみられるフロイト理論や森田正馬の精神医学を参考に作品

を読み解いた。第四章「芥川龍之介「死後」試論―夢中の〈僕〉をめぐって」では、死後の自分が心と感情をもっ

て妻や友人の前に姿を現す夢について、メーテルリンクの『生と死』の理論を使った可能性を論じた。第五章「芥

川龍之介「春の夜」の一考察―怪異の正体を見抜く〈僕〉の合理的思考をめぐって―」では、Ｎさんの不思議な体

験談と、その体験談を聞いた〈僕〉が即座に彼女の本心を言い当てたことに焦点をあて、本作発表と同時代の心霊

学研究書を参考に、作品を読解した。第六章「芥川龍之介の短編集『湖南の扇』に見る精神科学の影響―『海のほ

とり』を中心に―」では、芥川が主張した〈文学〉と〈科学〉の相関関係を、同時代の精神科学の影響が窺える作

者の最後の短編集『湖南の扇』から考察、その中の収録作品である「海のほとり」を中心にフロイトの精神分析や

同時代の心理学の知識が、芥川の晩年の作品形成にどう寄与したかを検討した。第七章「芥川龍之介「年末の一

日」に見る精神科学の影響―〈夢〉〈忘却〉から探る〈僕〉の深層心理」では、〈死〉の気配が漂う作品、あるいは

死の不安からの脱出劇を描いた〈私小説〉という従来の読み方に異議をとなえ、発表当時の夢学や精神科学の知見

に依拠し、墓参りを機に自らの精神の不健全さに気づく〈僕〉の、感情の機微が描かれている作品という見方を示

した。第八章「芥川龍之介「蜃気楼」における〈不気味なもの〉への一考察」では、絶えず不気味な感じに襲われ



る〈僕〉の心の機微を、精神分析の無意識の思考理論を意識しながら細やかに表現した可能性が高いことを論じ

た。 

 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は、「精神病理と芥川」というテーマでの従来の研究をふまえつつも、芥川自身の言説や、当時の精神科

学や心霊学の流行、芥川のノート類の調査などに基づき、芥川の精神科学の知識が、作品に色濃く反映していると

して、新たな作品読解の可能性を提示したものである。 

 申請者は、芥川の言説や、同時代の精神科学や心霊学の文献、芥川が影響を受けたと思われるフロイトの精神分

析学などを丹念に読み込み、各章の作品論に組み入れている。『夢学』など、同時代に読まれたものではあるが芥

川が確実に読んだとは立証されない文献を用いて作品解釈を行っていくことは、有効性にやや疑問を感じざるを

えないとはいえ、各論が相互に補う効果もあって、全体としては、このテーマにおける一定の成果をあげたと評価

できる。怪異的短編といえる「妙な話」は、芥川が新しい怪異小説の書き方として心霊学的な知見を取り入れたと

いう第二章の見解、また第七章の「年末の一日」論で見せた精神分析学的方法を用いた読み解きは、それなりの説

得力をもつものである。しかし芥川自身の精神科学の知見が反映されたものだと言うには、さらなる補助線を要

するだろう。 

 上述の例に見られるように、芥川の精神科学や心霊学の知見と作品を緊密に結びつけるという点に関しては、

十全にそれが達成されたとは言いがたい。精神科学や心霊学に基づいて作品が分析できることで、芥川がそのよ

うな知見に基づいて作品を創作したと言うにはやや飛躍があり、その橋渡しとして何らかの実証的、論理的な手

続きが必要であった。たとえば旧蔵書やノート類の調査をせっかく行いながら、それが十分に生かしきれていな

かったことは惜しまれる。本論文所収の作品論は、多くは仮説の域にとどまっており、その仮説が作品解釈の大き

な転換点になるという魅力もさほど感じられなかった。 

 とはいえ、芥川の晩年の諸作品を、「狂気」や「病的な精神的世界」と評する一般的な傾向に対して、別の角度

から分析する有力な可能性を示したという点で、芥川研究を一歩進めたという評価はできる。よって、本論文を博

士（文学）に相応しいものとして認定する。 

  

  

  


